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「二宮町営山西プール長寿命化改修基本構想（案）」に対する意見募集の実施結果 

（意見と町の考え方） 

 

 

募集期間：令和８年１月２６日（月）〜２月２４日（火） 

意見提出人数：２名（郵送１名、電子申請１名） 

意見数：８件 

 

意見の概要及び町の考え方 

No 意見の概要 町の考え方 

１ プールの改修にあたっては、50ｍプールの特徴を残したうえで、小学校低学年用 

プールの設置を検討いただきたい。 

 50ｍプールは県内でも数少ない資産であり、近隣自治体や関連団体等へ改めて周

知すれば一般の方々への認識も高まり、とても利用価値が高いものになると考えま

す。また、小学校低学年（１～３年生）の人口は、町民全体の人口構成比率でみれ

ば 10％にも満たないだけでなく、小学校低学年の水泳授業で利用される回数も限ら

れていると思われるのでそのために 50ｍプールを半分の 25ｍに縮小するのはあま

りにもったいないと感じます。 

 小学校低学年用プールを利用人数等に応じたスペースでレイアウトすれば、50ｍ

プールの特徴を残したまま無駄なく活用できるものと思われます。※水深調整にプ

ールフロアを使用し、かつ一般用プールとの仕切りにはコースロープを使用するこ

とで、ほぼ工事せずに設置することができると思います。また、広さも利用人数に

応じて臨機応変に調整することが可能と考えます。 

 

 

 近年、競泳等の大会利用はなく、アンケート結果から見ても、プール遊びといった

家族のレジャーや健康づくりなどへと利用形態が変化しています。 

そこで、山西プールは幼児用プールと一般用プールの２つのプールから成り立って

いるため、一番利用の多い小学生に見合う中間の水深が求められています。現在の

50m プールをコースロープで区切り、プールフロア(床上げ)による部分的な水深調整

は、落下やプールフロア下へ潜り込んでしまう危険性もあることから、安全性を確保

するため導入予定はありません。 

また、課題の一つになっている水温管理の面では、プールを分けることによって、

水温上昇が抑制される効果も期待できます。 

このようなことから、現在の 50ｍプールを改修し、一般の方がしっかり泳げる 25m

プールを設置するとともに、安心して家族や友達との利用ができるよう、小学生に見

合った水深のプールも設置することで、基本方針の「誰もが安全に安心して水に親し

むことのできるプール」とすることを計画しています。 
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２ 本当の意味でプール自体の長寿命化をしてほしい。 

将来的な維持管理面の向上のため、唯一残された山西プールはできるだけシン 

プルでメンテナンスしやすい作りにするべきである。 

費用をかけて 50ｍプールを分割し、維持管理の費用や手間を大きくする必要はな

い。プール内は長く持つ塗装等で綺麗にし、しっかり水質管理ができる丈夫な設備

及びそれに付随する建築をして、プール自体が長く維持できる工事をしてほしい。 

 山西プールは建設から 43 年が経過しているため、施設や設備は経年劣化が進んで

います。こうした現状を踏まえ、利用できるものは利用しつつ、将来的にも安心して

利用できるよう改修を進めていきますが、補助金を活用するなど、直すべきところは

費用をかけてしっかりと改修していく必要があると考えています。 

 また、長期的な視点に立ち、点検や修理をより容易に行えるよう、メンテナンスス

ペースを確保するなど、維持管理の向上につながる改修内容となるよう検討を進めて

いきます。 

３ 工事だけでなく維持管理の計画をしっかりしてほしい。町内公共施設の維持管理

は課題があるように思われる。温水プールは廃止され、袖ケ浦プールも朽ち果てた

まま放置されている。残された山西プールを長く利用するために、計画的なメンテ

ナンス及び予算配分を継続できる仕組みをお願いしたい。 

 ご意見のとおり、予算措置を含め計画的なメンテナンスを実施していきます。 

４ プール運用の工夫によって親しみやすい施設にしてほしい。 

多目的なプールに関しては、必要があれば 50ｍプールをコースロープ等で仕切 

って遊泳・ウォーキング・子どもが遊具も使用できる場所などに分けたり、水深を

必要に応じて上げ底する板を敷くなどの運用の工夫で対応できるのではないか。 

No.１のとおりです。 

５ 子どもが安心できるような人員の配置や見回り体制の構築、水のスポーツ・遊び

に親しめる教室、キッチンカーを入れたイベント等を開催し、運用面の工夫により

楽しく利用できるようにしてほしい。 

水の事故だけでなく、異性の子どもを連れて行く親と一緒に性別の違う更衣室や

トイレを利用させるのも抵抗があり、一人でそれらを利用させるには不安を感じる

こともあり、子どもだけで利用する場合も心配である。 

アンケート結果では、運営面の魅力向上に関するご意見もいただいており、より多

くの方にご利用いただけるよう、他市町の事例なども参考にしながら、運営の改善に

ついて研究していきます。 

また、利用者の皆様が安心して施設を利用できるよう、人員の適切な配置や見回り

体制の強化についても、引き続き検討を進めていきます。 

６ 子どもが水辺で遊べる遊具の設置や遊び道具の貸出、大人が水中で利用できるフ

ィットネス器具の貸出等を行い、多様な水辺の楽しみ方ができるとなお良い。 
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７ ハード面に期待することは、施設の綺麗さである。 

町民アンケートでも清潔感のある施設が最も多い回答である。子どもも安心して 

利用できるトイレや更衣室がきれいで安全（性被害に関する不安を含む）であるこ

とが望まれる。 

水辺の施設は濡れるためどうしても汚く臭くなりやすいことや裸になっての着替 

えも必要であり、プールを分割するより、清潔感・安心感のある施設への改修や運

用にしてほしい。 

 「誰もが安全に安心して水に親しむことのできるプール」として、プールを分割し

つつ、アンケート結果において、清潔感や安全性を求める声が最も多かったことか

ら、プールサイドや管理棟内の床改修(滑りにくく抗菌性のある素材への更新)、トイ

レ及び更衣室(シャワー・ロッカー含む)の改修、臭気等の衛生面に配慮した改修等を

していきます。 

 

８ 熱中症対策も十分にしてほしい。 

日陰が少なく、休憩時間は幼児プールの周りの小さな日陰しかなく、山側は日陰 

だが床が傷んでおり座れる感じではない。近年の温暖化により、日陰で休憩・飲水

できる場所の拡大は必須である。 

山西プールはのどかでよいプールであり、いつまでも町民の健康や余暇に貢献

し、子どもたちが夏のキラキラした思い出を作ってほしい場所である。そのプール

が長く使い続けられるために、見かけの目新しさだけでない本質的なハード面の改

修が望まれる。また、重要なのは責任ある維持管理や魅力あるプールにするための

運用であると思われる。つらつらと意見を書いたが一町民として応援している。 

 

日除けや休憩スペースの設置については、より多くの方が安全かつ快適に過ごせる

よう、今後、実施設計を進めていく中で検討していきます。 

町内で唯一稼働している山西プールが夏の風物詩として多くの方に長く親しまれ、

利用されるよう、改修計画を進めていきたいと考えています。 

 


